
ん
で
自
は
「
弟
子
一
人
竜
持
た
ず
候
」
と
鼓
つ
た
黒
髭
が
頻
に
弟
子
と
雪
ふ

語
を
用
み
た
り
）
雑
修
と
し
て
警
備
が
嬢
つ
た
断
り
を
ば
屡
々
行
は
せ
た
り

し
て
み
る
の
も
茸
障
り
だ
と
衰
へ
ば
云
へ
や
う
。
が
、
い
か
な
る
敏
貼
が
あ

る
に
し
て
も
何
よ
り
も
奪
い
も
の
は
藁
面
目
な
る
魂
の
灘
で
あ
る
。
で
あ
る

か
ら
そ
の
眞
面
灘
な
る
魂
の
躍
に
充
ち
た
こ
の
作
者
に
課
し
て
は
私
は
最
早

や
こ
の
上
悪
場
ボ
ま
し
く
醤
ふ
こ
と
を
瞬
け
た
い
と
思
ふ
。
　
そ
し
て
た
◎
、
「

輕
重
な
る
作
品
の
み
撒
迎
せ
ら
れ
る
今
臼
の
山
本
に
於
て
私
は
か
エ
る
眞
攣

な
る
作
者
を
心
を
黒
め
て
推
奨
し
且
つ
前
途
有
望
な
る
矯
の
健
在
を
勝
る
だ

け
に
止
め
や
う
と
思
ふ
。
（
東
京
市
聯
碑
遜
南
画
保
町
十
六
番
地
岩
波
書
店
獲

行
定
債
一
圓
×
岡
本
潔
彦
）

「
囎
家
暫
霜
月
義

内
　
　
田

一
一

　
　
　
手
書
は
著
者
の
男
旭
丈
上
士
の
序
丈
に
あ
る
如
く
「
儒
學
大
綱
」
と
「
儒
學

　
　
精
義
」
と
を
主
要
な
る
部
分
と
し
、
「
儒
學
が
酉
洋
哲
學
最
近
の
趨
勢
と
典
の

　
　
撲
を
一
に
す
る
所
以
を
明
に
し
、
黒
質
の
綴
値
を
世
に
知
ら
し
む
る
」
た
め

　
　
に
公
に
し
た
亀
の
で
あ
っ
て
、
　
切
者
の
特
に
意
を
注
い
だ
黙
は
「
儒
學
の
本

　
　
領
を
㎜
男
に
す
る
と
共
に
儒
一
瓶
に
於
け
る
致
知
影
響
の
閥
題
は
鰹
　
に
西
洋
哲
箪

　
　
の
知
識
問
題
、
上
値
問
題
な
る
こ
と
」
を
高
調
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
今
既
番
の
嵐
次
を
見
る
に
、
　
上
置
は
儒
學
大
綱
で
あ
っ
て
人
骨
、
甦
學
、

　
　
心
學
、
理
思
Ψ
、
蜜
語
節
義
考
の
上
蓋
が
あ
り
、
下
巻
は
世
羅
精
義
で
、
　
致
知

　
　
類
、
撹
盤
類
の
二
つ
に
分
れ
て
屠
る
。
更
に
附
鋒
と
し
て
「
儒
再
主
義
大
獲

　
　
展
之
趨
勢
」
「
朱
子
學
研
究
序
論
及
題
臼
」
を
載
せ
て
あ
る
が
、
前
慰
し
た
や

　
　
う
に
此
欝
の
主
要
部
は
前
二
篇
で
あ
る
か
ら
私
の
紹
介
も
此
の
二
編
κ
限
る

01聡
　
　
の
は
勿
論
で
あ
る
。
・
先
づ
儒
學
大
綱
よ
り
並
ぶ
れ
ば
、
此
の
篇
は
著
者
膚
身

彙

の
考
ふ
る
儒
學
の
根
本
の
艶
張
を
明
に
せ
む
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
著
者

の
自
序
に
よ
れ
ば
「
來
西
の
學
問
を
研
究
し
鍛
互
思
索
し
、
反
覆
沈
潜
し
十
・

罵
言
を
経
」
た
る
後
、
　
得
た
る
衡
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
儒
學

を
人
學
、
叢
學
、
心
學
、
理
學
の
四
類
に
分
ち
、
　
各
類
に
各
菱
本
領
あ
り
と

し
て
丁
丁
の
類
語
を
列
鵬
・
し
て
其
の
大
鷲
を
示
し
て
居
る
。
　
男
雛
に
て
書
ふ

人
と
は
生
物
學
及
魔
再
築
に
騰
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
　
或
は
之
を
人
濫
論
と

も
嘗
ひ
、
　
儒
學
大
綱
巾
の
第
一
類
に
は
此
の
人
學
の
こ
と
に
就
い
て
違
べ
、

主
と
し
て
人
と
甦
、
　
私
と
公
と
の
溺
に
黙
す
る
儒
敏
の
継
典
の
交
句
を
引
用

し
て
あ
る
。
第
二
瀬
は
甦
梅
雨
は
智
仁
論
で
あ
っ
て
、
倫
理
逝
徳
を
研
究
す

る
竜
の
、
　
戴
作
用
、
有
作
湧
、
仁
、
義
、
禮
、
智
、
勇
、
明
、
誠
、
聖
等
瞳

關
す
る
超
丈
を
列
回
し
て
あ
る
。
　
著
者
は
電
學
を
今
縣
の
主
槻
滋
徳
學
に
相

常
す
る
竜
の
と
言
っ
て
居
る
。
第
三
類
は
心
學
叉
は
知
行
論
で
あ
っ
て
、
無

作
絹
と
有
作
用
、
知
と
物
、
我
と
物
、
知
と
意
、
識
と
力
と
に
饗
す
る
纏
文

を
掲
示
し
て
居
る
。
5
5
學
は
今
臼
の
心
理
學
及
認
識
論
に
相
當
す
る
も
の
で
、

道
の
心
的
凝
で
あ
る
と
…
冒
っ
て
居
る
。
第
四
類
は
理
學
叉
は
総
柄
論
で
あ
っ

て
、
形
麗
質
と
形
而
下
、
這
と
器
、
性
と
情
、
理
と
物
、
遣
と
物
、
性
と

氣
、
遣
と
講
、
理
と
氣
、
　
牲
と
生
と
の
瑚
に
關
す
る
先
哲
の
諸
語
を
鵡
げ
て

居
る
。
　
著
者
は
理
學
を
今
胃
の
穰
値
哲
學
及
び
形
而
上
學
に
謝
饗
す
る
も

の
と
香
ふ
。
儒
學
大
綱
に
は
此
の
四
類
に
導
い
て
の
説
明
の
外
に
華
語
字
嚢

考
、
及
有
作
用
と
磁
鱒
作
用
、
　
彬
｝
陶
上
と
形
而
下
の
鮒
寧
一
覧
表
、
形
弼
上
下

分
合
衷
、
道
學
と
心
學
、
理
學
と
の
劇
二
野
、
親
範
と
自
然
法
期
と
の
關
係

圃
、
遺
學
転
意
圏
式
、
理
事
饒
短
縮
式
と
が
載
せ
ら
れ
、
蕎
々
簡
翠
な
設
明
が

附
詑
さ
れ
て
居
る
。
　
次
の
二
野
精
義
に
於
て
特
に
著
し
く
現
は
れ
晟
る
署
者

の
努
力
、
　
即
西
洋
折
n
學
巻
の
班
説
を
以
て
儒
…
學
を
設
明
せ
む
と
す
る
努
力
は

肝

一
二
七
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哲
　
墨
　
研
　
究
　
　
第
十
七
競

大
面
…
に
も
現
は
れ
、
著
者
は
此
編
の
凡
例
に
「
人
甦
と
は
人
我
の
上
に
天
我

を
行
は
む
と
欲
す
る
も
の
、
鎚
と
は
民
屯
営
の
賀
践
理
性
に
嗣
じ
、
無
と
は
躍

然
科
學
の
物
活
論
に
近
し
、
形
而
上
と
は
内
界
の
理
性
よ
募
自
期
す
る
二
念

な
り
、
自
然
と
は
主
麹
に
於
け
る
先
天
的
要
求
に
し
て
理
性
の
藤
見
な
り
、

心
理
と
は
入
間
面
識
の
遣
理
即
理
切
な
リ
」
と
羅
綾
し
て
居
る
。

　
著
者
は
程
素
読
を
修
め
、
身
を
律
す
る
に
も
此
の
學
を
以
て
し
て
居
て
其

の
梱
學
問
の
理
想
は
「
程
未
に
露
る
」
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。
第
二
篇
の
儒
學

締
蝿
我
は
其
の
考
へ
を
以
て
作
っ
た
も
の
で
、
　
其
の
手
違
の
猷
腿
裁
は
近
思
録
に

模
し
、
致
知
瀬
（
知
識
問
題
）
、
撹
膿
類
（
便
益
問
題
）
の
二
に
分
ち
、
古
禦
賢

の
諾
を
列
鵬
・
し
、
之
に
哲
罎
上
の
衛
語
を
附
し
．
て
あ
る
。
之
を
附
し
た
の
は

著
書
の
考
へ
で
は
「
稗
東
西
今
日
之
學
者
知
儒
學
之
有
学
於
哲
學
而
既
環
精

微
巻
焉
」
た
め
で
あ
る
。

　
致
知
類
の
條
に
て
は
耳
属
の
官
と
心
官
と
の
瑚
、
知
（
そ
の
一
、
思
得
、
激

齢
郷
、
畳
、
良
知
）
、
知
（
そ
の
二
、
明
野
、
是
非
、
智
、
良
有
之
理
、
知
、
）
知

（
そ
の
三
、
知
と
行
と
の
關
係
巾
霜
先
事
後
の
論
、
知
（
そ
の
四
、
知
主
行
從

の
論
、
眞
、
意
、
幾
、
、
知
、
智
、
志
、
理
）
、
知
（
そ
の
五
、
知
行
供
在
の
論
、

理
無
㎞
義
々
の
論
…
）
、
知
（
そ
の
山
ハ
、
絡
…
物
致
知
の
稗
蒔
、
絡
…
物
、
｛
躬
理
、
物
理
）
の

諸
項
に
就
い
て
違
て
あ
る
。
著
看
は
鄭
巳
官
を
感
錐
、
心
官
を
思
惟
に
當
て
、

學
は
科
學
、
思
は
富
嶽
、
知
は
良
知
に
し
て
超
越
知
、
得
、
明
、
畳
は
認
識
、

明
野
は
批
判
、
智
は
償
値
範
購
、
警
之
始
と
は
先
天
的
揚
超
範
疇
、
智
之
絡

は
後
天
的
騰
勢
範
疇
、
意
と
は
惹
欲
、
と
餐
心
霊
教
程
朱
の
多
野
を
近
代
の

哲
置
上
の
徳
語
に
當
て
て
あ
る
。
次
に
遺
縢
類
を
は
償
値
問
題
な
り
と
し
、

道
盤
に
就
い
て
は
滋
髄
は
又
墨
継
で
あ
っ
て
躍
然
を
以
て
嘗
へ
ば
天
、
　
心
我

・
を
以
て
言
へ
ば
性
、
膚
然
を
以
て
需
へ
は
公
、
欲
す
べ
き
を
以
て
需
へ
ば
誰
輝
、

一
二
八

常
磁
を
以
て
言
へ
ば
道
、
條
理
を
以
て
雪
へ
ば
理
で
あ
る
。
然
し
其
の
實
は

只
一
図
で
あ
る
が
赦
に
興
の
一
を
暴
ぐ
れ
ば
其
の
儀
は
智
在
る
の
で
あ
る

が
、
然
し
此
等
は
認
識
の
境
界
を
越
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
言
っ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ

既
の
篇
で
一
心
と
性
と
藩
と
の
別
、
二
天
、
三
性
、
四
公
、
五
善
、
六
道
（

　
　
　
　
く
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
く

う七
理
の
諸
氏
に
就
い
て
越
べ
、
心
と
は
存
在
憲
識
で
あ
り
、
性
と
は
慨
値
意

く識
で
あ
る
、
從
っ
て
心
と
性
と
情
と
の
別
と
い
ふ
こ
と
は
意
識
、
理
性
、
知

藩
意
の
別
を
鷺
ふ
。
天
と
は
又
天
爵
、
天
命
、
良
然
、
藩
論
、
所
以
然
と
同
じ
で

カ
ン
ト
の
無
上
命
令
で
あ
る
。
本
然
と
は
先
天
、
超
越
、
先
験
で
あ
っ
て
、
良

心
と
は
先
天
理
性
で
あ
る
。
　
牲
と
は
天
我
で
超
個
人
的
の
畠
我
を
言
ひ
、
叢

心
及
明
徳
は
規
範
意
識
で
あ
り
、
實
騰
と
は
プ
ラ
ト
ー
の
飯
謂
無
念
で
あ
る
。

天
と
は
又
欝
欝
的
規
鱗
で
あ
る
。
公
爵
公
共
と
は
薯
遍
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

心
之
同
然
と
は
意
識
一
般
で
あ
る
。
孔
子
の
雪
ふ
性
と
は
先
天
薫
掛
で
、
習

と
は
後
天
纏
瞼
で
あ
る
。
麗
と
は
客
魏
的
落
懸
性
で
あ
る
。
蕪
美
と
は
翼
善

美
に
写
り
、
　
和
、
中
當
・
と
は
妥
當
、
又
は
書
面
に
等
し
い
。
蓮
と
は
普
遍
妥

當
的
目
的
、
　
矩
、
箇
、
則
と
ば
規
範
、
當
、
合
銀
、
面
容
己
は
不
許
不
で
あ

る
。
理
と
は
意
味
な
り
。
大
本
、
大
趣
、
道
盤
は
偵
値
根
本
又
は
縄
鋤
慨
値

の
こ
と
、
條
理
と
は
理
想
叉
は
要
求
假
定
で
あ
る
、
と
言
っ
て
居
る
。

　
要
之
、
著
者
は
鰯
學
の
正
統
は
程
朱
の
學
で
あ
っ
て
、
　
程
朱
の
雷
っ
て
居

る
と
こ
ろ
に
は
今
日
の
西
洋
哲
學
殊
に
現
代
新
カ
ン
ト
二
又
は
論
理
派
で
論

ず
る
諸
思
想
が
含
ま
れ
て
居
る
と
考
へ
て
此
の
書
の
如
き
試
み
葎
な
し
た
も

の
で
あ
る
。
程
朱
の
學
を
以
て
儒
畢
の
正
統
と
し
、
程
朱
の
語
を
斯
の
如
く

西
洋
哲
學
を
以
て
解
す
る
こ
と
の
詳
縞
な
鮎
に
就
て
は
術
種
々
異
論
の
飴
地

が
あ
る
と
思
ふ
が
、
供
し
一
方
儒
學
の
眞
髄
に
徹
す
る
と
共
に
他
方
競
近
西
ザ

洋
哲
學
の
光
明
に
照
し
て
之
を
槻
ん
と
す
る
此
老
儒
の
眞
華
な
る
努
ヵ
に
封



し
て
は
敬
服
に
た
へ
な
い
。
絡
に
臨
ん
で
著
者
に
希
望
し
た
い
こ
と
は
、
此

講
に
魁
し
た
こ
と
は
著
者
自
身
に
は
充
分
理
解
が
あ
り
統
一
が
あ
る
で
あ
ら

ら
が
、
∈
譲
者
に
よ
く
理
解
さ
せ
る
た
め
に
は
今
少
し
く
設
明
を
充
分
に
し
て

も
ら
い
た
い
ζ
と
で
あ
る
。
　
そ
れ
か
ら
語
句
の
禺
典
を
も
明
記
し
て
も
ら
へ

ば
亭
亭
都
合
と
思
ふ
。
（
定
債
金
奄
圓
岩
波
書
店
獲
行
）
（
浦
川
）
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軸
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、
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、
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研
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、
　
六
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甜
蜷
勤
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燈
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・
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